
令和２年５月１日
.33

えりも町議会

歌露和太鼓会「西風」
佐々木 将道

表紙紹介

えりも小学校の入学式が、４月８日、新型コロナウイルス感染症対策による自粛ムードの中、行われました。

例年と違い、マスク姿の新１年生１６名と保護者のみで、在校生や多くの来賓が不在の寂しい入学式となり

ましたが、一人ひとり名前を呼ばれると大きな声で元気よく返事をしていました。
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０
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０
０
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０
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追
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０
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０
０
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当
年
度
事
業
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の
た
め

一
般
会
計
（
歳
入
）

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

４
億
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
が
増

額
予
想
の
た
め

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
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改

修
事
業
補
助
金

１
０
５
万
円

福
祉
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
等
改

修
事
業
に
対
す
る
地
域
づ
く

り
総
合
交
付
金

・
北
海
道
海
岸
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等
地
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対
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事
業
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助
金

１
２
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５
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０
０
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海
岸
漂
着
物
等
の
処
理
に
対

す
る
補
助
金

・
町
有
地
貸
付
収
入

９
０
万
円

和
里
地
区
の
子
豚
繁
殖
牧
場

土
地
貸
付
収
入
を
追
加
計
上

・
え
り
も
町
介
護
保
険
条
例
の

改
正

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
の
者
）
に
係
る
、
第
１
段

階
か
ら
第
３
段
階
の
保
険
料

基
準
額
に
対
す
る
割
合
を
引

下
げ
、
低
所
得
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
も
の

①
第
１
段
階
の
保
険
料
率
を
改
正

２
４
７
０
０
円
→
１
９
８
０
０
円

②
第
２
段
階
の
保
険
料
率
を
改
正

４
１
３
０
０
円
→
３
３
０
０
０
円

③
第
３
段
階
の
保
険
料
率
を
改
正

４
７
９
０
０
円
→
４
６
２
０
０
円

・
え
り
も
町
公
平
委
員
の
選
任

え
り
も
町
字
新
浜

齊
藤

敏
克
（
69
歳
）

再
任

・
え
り
も
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任

え
り
も
町
字
本
町

芳
賀

則
雄
（
59
歳
）

再
任
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< 2 >

補

正

予

算

第５回定例町議会が３月１０日に開会し、１９日まで開催されました。（１１日～１７日まで休会）

令和元年度予算の補正、条例の改正等、また、最終日には、令和２年度の予算を審議するための予

算特別委員会が開催され、すべて原案通りに可決されました。

条

例

改

正

人

事
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質
疑
（
大
坂
）

補
助
金
を
充
当
す
る
と
、

使
用
目
的
が
限
ら
れ
る
。

町
民
も
有
効
利
用
で
き

る
よ
う
、
基
金
を
使
っ
て

購
入
し
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
。

答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用

は
、
５
年
を
経
過
す
れ
ば
、

目
的
外
の
使
用
が
可
能
と

な
る
の
で
、
で
き
る
範
囲

で
使
用
し
た
い
。

質
疑
（
大
坂
）

防
災
行
政
無
線
更
新
の

実
施
設
計
委
託
に
入
る
が
、

国
の
方
針
と
は
い
え
町
の

財
政
を
圧
迫
す
る
約
７
億

５
千
万
円
と
試
算
さ
れ
て

い
る
。

国
に
助
成
を
求
め
て
も

よ
い
の
で
は
。

答
弁
（
企
画
課
長
）

国
に
要
望
し
て
い
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
補
助
制
度

は
な
い
。

防
衛
省
の
助
成
事
業
で

の
採
択
を
模
索
し
て
い
る
。

質
疑
（
石
川
）

収
入
に
対
し
、
支
出
が

あ
ま
り
に
も
多
い
。
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
き
た
い
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

中
々
黒
字
ま
で
持
っ
て

い
く
の
は
厳
し
い
と
考
え

て
い
る
。

え
り
も
町
は
、
漁
業
と

観
光
の
町
で
あ
る
が
、
観

光
事
業
が
す
ぐ
に
結
果
を

出
せ
る
か
と
い
う
と
、
難

し
い
部
分
も
あ
る
。

乗
客
は
徐
々
に
増
加
の

傾
向
に
あ
り
、
い
ま
国
立

公
園
指
定
と
い
う
動
き
も

あ
る
中
で
、
今
後
こ
れ
を

継
続
し
て
い
く
か
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
一
緒

に
な
り
、
利
用
客
増
を
め

ざ
し
取
組
を
進
め
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
疑
（
大
坂
）

本
事
業
は
令
和
５
年
度

ま
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
事
業
実
施
に

踏
み
切
っ
た
要
因
は
。

答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
に
係

る
国
の
補
助
事
業
は
、
令

和
２
年
度
限
り
で
あ
る
こ

と
か
ら
事
業
実
施
に
踏
み

切
っ
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
令
和

５
年
ま
で
の
補
助
期
間
で

あ
る
が
、
今
年
度
は
端
末

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
小
学
校
で

92
台
、
中
学
校
で
46
台
を

整
備
す
る
。

定
例
町
議
会
最
終
日
の
３
月
19
日
、
町
側
か
ら
提
示
さ
れ
た
令
和
２
年
度
の
予

算
案
に
対
す
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
を
抜
粋
し
掲
載
し
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

学

校

プ

ー

ル

質
疑
（
竹
内
）

①
学
校
プ
ー
ル
の

完
成
予
定
は
。

②
国
庫
補
助
金
が

約
３
２
０
０
万
円
で

あ
る
が
、
補
助
基
本

額
、
補
助
率
は
。

③
昨
年
９
月
に
概

要
説
明
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
内
容
に
大
幅
な

変
更
は
あ
る
か
。

答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

①
完
成
予
定
は
令

和
３
年
６
月
を
目
途

と
し
て
い
る
。

②
補
助
基
本
額
は
約

１
億
円
で
、
補
助
率
は

１
／
３
、
残
り
４
億
円

余
り
は
過
疎
債
を
予
定

し
て
い
る
。

③
説
明
当
時
と
大
幅

な
変
更
は
な
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

購

入

旧
町
民
プ
ー
ル
の
内
観

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
に
関
わ
る
税
収
は

質
疑
（

本
）

固
定
資
産
税
の
内
、
風

力
、
太
陽
光
発
電
の
税
収

額
は
。

答
弁
（
税
務
課
長
）

小
型
風
力
発
電
は
、
昨

年
末
で
町
内
に
23
基
あ
り
、

令
和
２
年
度
予
算
で
は
10

基
分
を
見
込
ん
で
い
る
。

１
基
当
た
り
初
年
度
分

は
37
万
円
で
、
償
却
期
間

は
17
年
、
最
終
的
に
は
残

存
価
格
５
％
と
な
る
。

太
陽
光
発
電
は
、
令
和

２
年
度
分
の
総
数
で
、
１

０
０
万
円
程
度
と
な
る
。

防
災
行
政

無
線
整
備

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

遊
覧
飛
行
事
業

学
校
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
整
備
事
業

タブレットで学習
する時代がやって
きた
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前年度比 6億8000万円増

３．えりも町140年記念事業 252万円

令和２年は、戸長役場が設置されてから140年の記念の年であることから、記念式典のほか日本ハムファイ

ターズ応援大使トークショーなどの記念行事を実施する。

４．公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業（担当：学校教育課・えりも高校） 6,930万円

GIGAスクール構想の方針に基づき、町内各小学校・中学校・高等学校において高速通信環境の整備を行う。

※GIGAスクール構想：全国の学校で義務教育を受ける児童生徒に、1人1台の学習者用PCやクラウド活用を前提

とした高速ネットワーク環境などを整備する5年間の計画をまとめたもの。

５．各小学校・中学校タブレット購入事業（担当：学校教育課） 4,270万円

町内各小学校及び中学校に、GIGAスクール構想による「一人一台端末」環境の実現のため、教育用タブレッ

トを導入する。

６．スクールバス購入事業（担当：学校教育課） 2,424万円

平成17年度に購入した大型スクールバスが老朽していることから、新規車両（中型バス）に更新し、児童生

徒の通学送迎の環境向上を図る。

７．歯周病検診助成事業（担当：保健福祉課） 7万円

口腔ケアの意識向上を図ることが、疾病予防さらには介護予防につながるため、歯周病検診の受診費用の全

額を補助する。対象者は、節目の年齢となる40歳、50歳、60歳及び70歳の方。

８．森林整備事業【林道橋梁点検】（担当：産業振興課） 1,100万円

既設林道の橋梁について、老朽等により機能低下したものの補修・機能強化等の必要な対策や課題を明確に

し、今後の取り組みの基準とするため、点検診断を実施する。

えりも小学校プール新築事業
（建設予定地）5億993万円
●本年度の主な新規事業

１．えりも小学校プール新築事業

（担当：学校教育課）5億993万円

学校教育環境の充実のため、屋内学校プー

ルを整備する。町内各小学校のプール授業

はもとより、一般開放を行い地域住民の健

康増進を図る。

２．防災行政無線更新事業（担当：企画課）

1,260万円

現在の防災行政無線設備を新規格に適合
した機器に更新する。工事は、令和３年度
から令和４年度までを予定している。

歳 入
51億5000万円
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予
算
特
別
委
員
会
を
終
え
て

委
員
長

高
松

亮
裕

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
の
審
議
と
い
う
重
要
な
案
件
の
進
行
を
初
め
て
任
さ

れ
ま
し
た
が
、
委
員
並
び
に
理
事
者
・
説
明
員
の
ご
協
力
を
賜
り
、
無
事
全
会
計
の

審
議
を
終
え
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
町
長
の
執
行
方
針
に
も
あ
り
ま
す
と
お
り
、
学
校
プ
ー
ル
の
建
設
や
小
中
高
の
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
等
、
大
型
の
財
政
出
動
を
控
え
、
直
近
10
年
間
で
は
最
大
の
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

不
足
分
１
億
４
千
万
円
ほ
ど
は
、
財
政
調
整
基
金
等
を
取
り
崩
す
と
い
う
、
極
め
て
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
本
委
員
会
で
示
さ
れ
た
建
設
的
な
意
見
や
指
摘
を
十
分
に
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
経

費
の
効
率
化
に
務
め
、
委
員
各
位
と
理
事
者
・
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
町
政
の
さ
ら
な
る
伸
展

を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

令和２年度一般会計予算

会 計 区 分 予 算 額 前 年 比

一 般 会 計 5,150,000 680,000

国民健康保険特別会計 985,000 ▲5,000

簡 易 水 道 特 別 会 計 173,000 ▲17,000

診 療 所 特 別 会 計 330,000 ▲12,000

下 水 道 特 別 会 計 172,000 ▲3,000

介 護 保 険 特 別 会 計 485,000 35,000

後期高齢者特別会計 67,000 1,000

小 計 2,212,000 ▲1,000

総 計 7,362,000 679,000

● 予 算 総 括 表 単位（千円）

歳 出
51億5000万円

※ 特別会計の主な増減理由

＜国民健康保険＞
療養諸費（一般被保険者療養給付費等）

＝▲19,402千円

国民健康保険事業費納付金＝4,065千円

診療所特別会計繰出金＝10,000千円

＜簡易水道＞
機械・計装設備更新事業＝▲11,030千円

消費税＝▲5,083千円

＜診療所＞
退職手当組合負担金＝▲12,000千円

＜下水道＞
公債費＝▲1,871千円

＜介護保険＞
居宅介護サービス給付費＝18,000千円

施設介護サービス給付費＝14,000千円

地域密着型介護サービス給付費＝6,000千円

＜後期高齢者医療＞
後期高齢者医療広域連合納付金＝1,067千円



問


本

議
員

自
動
車
免
許
を
自
主
返

納
す
る
高
齢
者
が
増
え
て

き
た
が
、
返
納
後
に
町
で

何
ら
か
の
対
応
が
で
き
な

い
か
。

移
動
販
売
や
宅
配
サ
ー

ビ
ス
の
強
化
の
た
め
事
業

者
に
助
成
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

現
行
の
バ
ス
路
線
は
、

便
数
が
少
な
く
利
便
性
が

悪
い
の
で
、
民
間
企
業
へ

運
転
を
委
託
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
利
便
性
の
高

い
新
た
な
交
通
手
段
を
検

討
し
て
は
。

答

企
画
課
長

免
許
自
主
返
納
者
の
支

援
は
、
交
通
費
の
割
引
や

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
配

布
等
を
実
施
す
る
自
治
体

が
多
く
あ
る
。

返
納
者
に
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
、
検
討
し

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
、
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
等
に
よ
り
、
地
域

住
民
等
の
移
動
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
、
公
共
交
通
や

そ
れ
以
外
の
移
動
サ
ー
ビ

ス
を
最
適
に
組
合
せ
検
索
・

予
約
・
決
済
等
を
一
括
で

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
町
と

し
て
も
日
高
管
内
各
町
と

連
携
し
導
入
の
可
能
性
や

課
題
を
整
理
し
て
い
る
。

日
高
の
地
域
交
通
方
針

が
確
定
の
上
で
、
既
存
の

タ
ク
シ
ー
事
業
者
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
や
福
祉
バ
ス
と
の

連
携
等
も
含
め
新
た
な
地

域
内
交
通
網
を
整
備
し
て

い
く
。

答

産
業
振
興
課
長

現
状
、
各
事
業
者
が
そ

れ
ぞ
れ
移
動
販
売
と
宅
配

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
対
し
町
と
し
て
助

成
す
る
考
え
は
な
い
が
、

今
後
、
免
許
返
納
に
よ
り

買
い
物
等
の
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
方
が
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

実
情
を
把
握
し
、
必
要

が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
助

成
が
可
能
な
の
か
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問


本

議
員

当
町
は
、
夏
は
涼
し
く

冬
に
雪
が
少
な
い
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
高
速
回

線
が
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、

企
業
誘
致
を
し
や
す
い
環

境
に
あ
る
と
思
う
の
で
、

空
き
家
を
利
用
し
た
企
業

誘
致
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
ワ
ー

ク
）
は
、
子
育
て
世
代
の

需
要
が
あ
り
、
ま
た
、
最

近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
出
勤
に
支

障
も
き
た
す
場
合
も
あ
る

の
で
、
役
場
の
事
務
業
務

を
テ
レ
ワ
ー
ク
に
し
て
は

ど
う
か
。

答

企
画
課
長

空
き
家
を
利
用
し
た
企

業
誘
致
は
、
札
幌
か
ら
遠

く
、
国
道
の
通
行
止
め
等
、

不
利
な
要
素
も
多
く
あ
り
、

誘
致
の
た
め
の
補
助
や
支

援
を
好
条
件
と
し
な
け
れ

ば
、
企
業
に
進
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
る
。

当
町
の
空
き
家
は
、
傷

ん
で
い
る
空
き
家
や
店
舗

部
分
は
空
い
て
い
る
が
２

階
等
で
居
住
し
て
い
る
物

件
が
多
い
状
況
で
、
現
時

点
で
は
、
直
ち
に
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
に

取
り
組
む
こ
と
は
難
し
い
。

答

総
務
課
長

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
や
情

報
漏
洩
の
防
止
等
、
高
度

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が

必
要
で
あ
り
、
現
段
階
で

は
町
の
業
務
へ
の
導
入
は

難
し
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心

と期待を持たれる大事な議員活動の場です。町政

全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信

の表明を求め、議員自らの政策提言を行い政治姿

勢を明らかにするものです。

どのような助成が
可能か検討

免許返納者への
支援は

現時点では難しい

テレワークの

導入は

本 維応議員

町
内
の
移
動
販
売
や
、
宅

配
サ
ー
ビ
ス
は
高
齢
者
に

人
気
が
あ
る



問

竹
内

議
員

道
内
で
は
１
５
０
件
を

超
え
る
感
染
が
確
認
さ
れ
、

当
町
も
対
岸
の
火
事
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
感
染
拡
大
防
止
の
点

か
ら
も
、
防
災
無
線
で
の

周
知
は
必
要
で
は
な
い
か
。

②
診
療
所
で
は
発
生
が

確
認
さ
れ
た
場
合
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
か
。

③
医
療
現
場
や
介
護
現

場
で
の
マ
ス
ク
、
消
毒
薬

な
ど
の
在
庫
状
況
は
。

④
災
害
備
蓄
品
と
し
て
、

マ
ス
ク
等
の
衛
生
用
品
は

備
蓄
品
リ
ス
ト
に
入
っ
て

い
る
か
。

⑤
２
月
27
日
か
ら
小
中

学
校
は
一
斉
休
校
と
な
っ

た
が
、
通
常
登
校
分
の
授

業
日
数
の
確
保
は
。

答

保
健
福
祉
課
長

①
２
月
後
半
か
ら
４
回

に
わ
た
り
、
新
聞
折
り
込

み
や
町
広
報
紙
で
、
感
染

予
防
の
呼
び
か
け
、
発
熱

症
状
が
あ
っ
た
場
合
の
対

処
方
法
、
電
話
に
よ
る
処

方
箋
発
行
の
周
知
等
を
行

い
、
注
意
喚
起
を
促
し
て

き
た
。

防
災
無
線
で
の
周
知
は
、

テ
レ
ビ
等
様
々
な
情
報
が

あ
り
、
過
度
の
情
報
提
供

は
逆
に
不
安
を
煽
る
と
判

断
し
、
活
用
を
控
え
た
。

③
マ
ス
ク
等
の
衛
生
用

品
は
、
診
療
所
、
や
ま
と

苑
は
１
か
月
程
度
、
救
急

現
場
の
消
防
は
あ
る
程
度

余
裕
が
あ
る
が
、
十
分
と

は
い
え
な
い
。

④
リ
ス
ト
に
は
な
い
が
、

今
後
対
応
し
て
い
く
。

答

診
療
所
事
務
長

②
３
月
２
日
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
、

運
用
し
て
い
る
。
内
容
は
、

感
染
症
疑
い
外
来
患
者
へ

の
対
応
や
確
認
さ
れ
た
場

合
の
対
応
、
消
毒
の
方
法
、

罹
患
し
た
職
員
の
就
業
等

に
つ
い
て
で
あ
る
。

疑
い
の
あ
る
患
者
が
来

所
し
た
場
合
は
、
保
健
所

へ
連
絡
、
指
示
を
受
け
、

受
診
状
況
報
告
書
や
、
院

内
で
の
接
触
者
リ
ス
ト

（
職
員
・
患
者
等
）
の
作

成
、
消
毒
等
の
た
め
の
準

備
・
周
知
を
行
う
。

診
療
所
で
は
発
熱
等
の

患
者
は
、
一
般
の
患
者
と

交
わ
ら
な
い
よ
う
発
熱
外

来
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て

対
処
し
て
い
る
。

答

学
校
教
育
課
長

⑤
小
学
校
を
卒
業
す
る

６
年
生
は
算
数
と
国
語
は

履
修
済
み
。

理
科
と
社
会
は
未
履
修

が
あ
る
た
め
、
中
学
校
入

学
後
、
中
学
校
教
員
を
基

本
に
、
必
要
に
応
じ
小
学

校
教
員
の
同
席
も
含
め
指

導
す
る
。

１
～
５
年
の
在
校
生
は
、

教
科
に
よ
っ
て
７
～
15
時

間
の
未
履
修
が
あ
る
。

新
年
度
当
初
に
、
週
当

た
り
１
時
間
程
度
プ
ラ
ス

し
た
り
、
夏
休
み
を
１
日

程
度
削
る
等
、
各
学
校
の

状
況
に
よ
り
対
応
す
る
。

中
学
校
を
卒
業
す
る
３

年
生
は
す
べ
て
履
修
済
み
。

１
、
２
年
の
在
校
生
は

教
科
に
よ
っ
て
３
～
10
時

間
の
未
履
修
が
あ
る
。

主
要
５
教
科
は
標
準
時

数
内
や
余
剰
時
数
を
活
用

し
て
指
導
す
る
こ
と
が
可

能
な
こ
と
か
ら
、
各
教
科

で
工
夫
を
し
て
、
未
履
修

部
分
の
指
導
を
年
度
初
め

に
実
施
す
る
。

問

大
坂

議
員

町
の
奨
学
金
制
度
の
中

に
は
、
放
射
線
技
師
及
び

臨
床
検
査
技
師
が
入
っ
て

い
な
い
。
同
じ
医
療
職
を

目
指
す
者
に
対
し
、
制
度

の
中
に
加
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答

診
療
所
事
務
長

町
と
し
て
も
医
療
従
事

者
の
確
保
対
策
と
な
り
、

地
元
に
就
職
す
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
が
出
来
る
方

策
で
あ
る
と
考
え
、
他
町

村
を
参
考
に
検
討
を
進
め

た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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感染予防に注意喚起を
促している

新型コロナウイルスの
対応等は

早急に検討を
進めたい

医療従事者の
奨学資金拡充を

医
療
従
事
者
の
確
保
が
問
わ
れ

る
「
え
り
も
国
保
診
療
所
」

竹内 孝文議員

大坂 庄吉議員

在
庫
が
十
分
と
は
い
え
な

い
マ
ス
ク
等
の
衛
生
用
品



問

中
野

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
う
に
祭

り
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
各
種

宴
会
の
中
止
な
ど
が
あ
り
、

飲
食
・
観
光
業
界
は
ダ
メ
ー

ジ
を
か
な
り
受
け
て
い
る
。

国
は
、
無
担
保
の
貸
付

な
ど
し
て
い
る
が
、
現
状

で
は
返
済
も
大
変
だ
と
考

え
て
い
る
。

町
は
、
町
内
の
飲
食
・

観
光
業
界
に
対
し
、
何
ら

か
の
支
援
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答

産
業
振
興
課
長

当
町
で
感
染
者
は
発
生

し
て
い
な
い
が
、
４
月
予

定
の
「
う
に
祭
り
」
は
、

実
行
委
員
会
で
中
止
を
決

定
し
た
。

町
内
の
飲
食
店
と
旅
館

に
お
い
て
も
「
来
客
の
減

少
」
と
「
宿
泊
予
約
、
宴

会
の
キ
ャ
ン
セ
ル
」
が
出

て
い
る
と
の
こ
と
。

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
は
、

３
月
10
日
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
緊
急
対
応

第
二
弾
」

を
発
表
し
、
そ
の
中
で
中

小
・
小
規
模
事
業
者
に
対

し
て
無
担
保
・
無
利
子
の

融
資
を
行
う
と
発
表
し
た

が
、
そ
の
詳
細
は
現
状
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

町
と
し
て
は
、
今
後
商

工
会
や
日
高
信
用
金
庫
な

ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し
、

国
の
無
担
保
・
無
利
子
の

融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
事

業
者
へ
の
利
子
補
給
制
度

の
創
設
な
ど
必
要
な
対
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

中
野

議
員

各
地
区
に
老
朽
化
し
た

空
き
家
が
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
強
風
が
吹
い
た
際
、

近
隣
の
住
宅
に
被
害
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
、
常
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
。

町
は
、
各
自
治
会
等
か

ら
報
告
を
受
け
、
そ
う
い
っ

た
住
宅
を
撤
去
し
て
は
ど

う
か
。

答

町
民
生
活
課
長

道
路
沿
い
に
点
在
す
る

老
朽
化
し
た
空
き
家
は
、

景
観
・
火
災
・
近
隣
家
屋

へ
の
飛
散
被
害
な
ど
、
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

撤
去
は
建
物
所
有
者
の
財

産
権
侵
害
に
も
な
り
、
行

政
が
ど
こ
ま
で
介
入
で
き

る
か
疑
問
で
あ
る
。

さ
ら
に
所
有
者
の
特
定

も
困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

今
後
、
町
内
全
体
の
空

き
家
実
態
把
握
と
所
有
者

へ
の
指
導
、
代
執
行
な
ど

も
検
討
す
る
。

再
質
問

中
野
議
員

所
有
者
が
わ
か
る
場
合
、

撤
去
費
用
が
高
い
の
で
、

町
で
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
は
。

答

町
民
生
活
課
長

平
成
27
年
に
空
き
家
対

策
特
別
措
置
法
が
施
行
さ

れ
た
。

こ
の
目
的
は
、

①
地
域
住
民
の
財
産
を

保
護②

周
辺
地
域
の
生
活
環

境
の
保
全

③
空
き
家
等
の
活
用
促

進
そ
の
中
で
、
老
朽
化
し

た
空
き
家
等
に
つ
い
て
は
、

指
導
・
勧
告
・
命
令
・
代

執
行
の
措
置
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
個
人
の
財
産

は
自
ら
が
管
理
す
る
と
い

う
大
前
提
の
も
と
、
危
険

性
の
あ
る
空
き
家
等
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
の
方
と

話
し
合
い
、
解
決
し
て
い

き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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中野 公浩議員

新型コロナウイルスによる
町内業者への支援は

関係機関と協議し
必要な対策を検討する

各
地
で
猛
威
を
振
る
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

老朽危険空き家の
実態把握に努める

老朽化した
空き家の対応は

町
内
各
地
区
に
は
空
き

家
が
目
立
っ
て
き
て
い

る
。



問

高
松

議
員

近
年
、
沖
合
漁
業
に
お

け
る
海
難
事
故
が
多
発
し

て
い
る
。

海
中
転
落
者
の
救
命
胴

衣
着
用
時
の
生
存
率
は
、

非
着
用
時
の
２
倍
で
あ
る

と
の
調
査
報
告
が
あ
る
。

夜
間
の
操
業
や
す
ぐ
に

は
救
助
が
難
し
い
陸
地
か

ら
離
れ
た
場
所
で
操
業
す

る
沖
合
漁
業
は
、
一
旦
事

故
が
起
こ
る
と
生
死
と
隣

り
合
わ
せ
の
業
種
で
あ
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業

に
お
け
る
後
継
者
の
育
成

と
担
い
手
の
確
保
の
た
め

の
安
全
対
策
は
、
当
町
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。漁

協
と
の
協
力
・
連
携

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
行

政
と
し
て
も
積
極
的
に
救

命
胴
衣
着
用
の
徹
底
に
関

わ
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

答

産
業
振
興
課
長

全
国
的
に
見
て
も
漁
船

か
ら
の
海
中
転
落
事
故
で

は
、
救
命
胴
衣
の
着
用
率

が
約
３
割
程
度
と
極
め
て

低
い
。

平
成
30
年
２
月
か
ら
国

の
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
、

小
型
船
舶
の
乗
船
者
全
員

に
救
命
胴
衣
の
着
用
が
義

務
づ
け
ら
れ
、
令
和
４
年

２
月
か
ら
は
違
反
者
に
対

し
免
許
停
止
や
罰
金
な
ど

の
処
分
が
下
さ
れ
る
。

町
と
し
て
も
海
上
保
安

庁
や
漁
協
と
協
力
し
、
救

命
胴
衣
の
着
用
徹
底
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

町
独
自
で
も
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を

進
め
た
い
。

再
質
問

高
松
議
員

乗
組
員
や
家
族
を
含
め

た
安
全
啓
発
ビ
デ
オ
を
活

用
し
た
講
習
会
や
海
中
で

の
着
用
体
験
な
ど
で
個
人

の
安
全
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
ほ
し
い
。

問

高
松

議
員

現
在
当
町
で
は
、
道
立

鹿
部
漁
業
研
修
所
に
係
る

経
費
を
１
名
に
つ
き
30
万

円
補
助
し
て
い
る
。

様
似
町
で
は
同
研
修
所

に
係
る
経
費
全
額
に
加
え
、

漁
業
後
継
者
等
に
対
し
漁

船
や
干
場
の
取
得
費
、
倉

庫
の
新
築
費
な
ど
に
３
０

０
万
円
を
限
度
に
補
助
し

て
い
る
。

浦
河
町
で
は
、
新
規
就

漁
者
等
に
最
大
24
か
月
を

限
度
に
月
額
８
万
円
と
一

時
金
３
万
円
、
さ
ら
に
借

家
等
に
居
住
し
て
い
る
も

の
に
月
額
５
千
円
を
補
助

し
て
い
る
。

当
町
と
比
較
す
る
と
、

漁
業
の
担
い
手
に
対
し
手

厚
い
支
援
が
な
さ
れ
て
い

る
。漁

業
組
合
員
の
減
少
は

著
し
く
、
基
幹
産
業
で
あ

る
漁
業
の
衰
退
は
当
町
の

浮
沈
に
関
わ
る
最
大
の
要

素
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
と
思
う
が
漁

業
担
い
手
へ
の
支
援
は
。

答

産
業
振
興
課
長

こ
れ
ま
で
受
益
戸
数
の

多
い
コ
ン
ブ
漁
場
や
フ
ノ

リ
漁
場
な
ど
の
造
成
事
業

に
重
点
を
置
い
て
助
成
し

て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、

近
隣
町
と
比
較
す
る
と
新

規
就
業
者
や
漁
業
後
継
者

に
対
す
る
補
助
や
助
成
が

薄
い
こ
と
は
否
め
な
い
。

令
和
２
年
度
か
ら
漁
協
・

町
・
振
興
局
で
地
域
協
議

会
を
作
り
、
将
来
の
定
住

を
見
据
え
た
新
規
就
業
者

確
保
・
育
成
事
業
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
コ
ン
ブ

漁
業
と
サ
ケ
定
置
網
漁
業

や
漁
船
漁
業
を
組
み
合
わ

せ
、
年
間
を
通
し
て
漁
業

に
従
事
し
、
最
終
的
に
コ

ン
ブ
漁
業
者
と
し
て
定
住

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

こ
の
事
業
に
あ
わ
せ
て

新
規
就
業
者
に
対
す
る
補

助
や
助
成
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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高松 亮裕議員

救命胴衣着用の徹底を

町独自でも
広報紙等で周知

国
土
交
通
省
認
定
の
救
命

胴
衣
に
は
「
桜
マ
ー
ク
」

が
あ
り
、
作
業
し
や
す
い

肩
掛
け
タ
イ
プ
や
腰
巻
き

タ
イ
プ
も
あ
る

漁業の担い手に支援を

定住を見据えた
確保・育成事業を開始

定
住
を
見
据
え
た
新
規
漁

業
就
業
者
の
た
め
の
事
業

に
期
待
が
か
か
る



問

神
田

議
員

Ｊ
Ｒ
バ
ス
と
の
協
議
は
、

７
町
が
連
携
し
て
進
め
る

よ
う
だ
が
、

①
最
終
結
果
は
い
つ
頃

と
考
え
て
い
る
か
。

②
高
校
生
が
Ｊ
Ｒ
バ
ス

か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

に
変
更
に
な
っ
た
が
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
は
高
校
ま
で
運
行

し
て
い
る
。

運
行
経
路

の
変
更
を
早
急
に
行
う
よ

う
働
き
か
け
て
は
。

③
庶
野
～
広
尾
間
の
Ｊ

Ｒ
バ
ス
の
運
行
は
、
当
町

と
広
尾
町
で
負
担
金
を
支

出
し
て
い
る
が
、
十
勝
バ

ス
や
日
交
ハ
イ
ヤ
ー
、
町

内
業
者
と
話
し
合
い
、
予

約
窓
口
を
設
け
る
な
ど
、

町
独
自
の
運
行
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

④
人
口
減
少
で
利
用
者

が
減
り
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
も
鉄

路
同
様
、
運
行
取
り
止
め

が
見
込
ま
れ
る
と
思
う
が
、

早
め
に
手
立
て
を
考
え
て

は
。

答

企
画
課
長

①
令
和
２
年
３
月
ま
で

の
合
意
を
目
指
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
発
生
に
よ
り
、
町
長
会

議
等
が
開
催
不
能
な
た
め
、

目
途
が
立
っ
て
い
な
い
。

②
現
在
、
日
高
全
体
の

交
通
手
段
を
協
議
中
の
た

め
、
ダ
イ
ヤ
の
改
正
や
路

線
変
更
は
実
行
で
き
る
状

況
に
な
い
と
回
答
を
得
て

い
る
。

③
同
区
間
を
ほ
か
の
バ

ス
事
業
者
等
で
町
独
自
の

運
行
と
な
れ
ば
、
広
尾
町

と
の
協
議
は
も
ち
ろ
ん
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
が
自
社
運
行
し

て
い
る
町
内
別
区
間
の
独

自
運
行
も
求
め
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
新
た
な

費
用
が
発
生
す
る
た
め
慎

重
な
考
え
が
求
め
ら
れ
る
。

④
町
内
の
交
通
網
の
整

備
は
、
日
高
地
域
の
交
通

手
段
の
方
針
が
確
定
し
た

後
、
既
存
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、

福
祉
バ
ス
と
の
連
携
を
含

め
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
へ
の
運
行

影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
、

利
便
性
の
良
い
持
続
可
能

な
交
通
手
段
を
提
供
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
。

問

神
田

議
員

町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
が

増
え
て
い
る
。

以
前
の
答
弁
で
こ
の
施

設
の
耐
用
年
数
は
17
年
と

回
答
を
得
て
い
る
が
、
事

故
の
発
生
が
心
配
だ
。

施
設
を
確
認
し
た
中
で
、

風
車
は
設
置
者
や
連
絡
先

の
表
示
が
あ
っ
た
が
、
パ

ネ
ル
施
設
に
は
表
示
の
な

い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。

強
風
な
ど
で
壊
れ
、
被

害
を
も
た
ら
し
た
と
き
の

た
め
に
も
、
町
が
設
置
者

を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
と
思
う
が
。

答

企
画
課
長

太
陽
光
発
電
設
備
が
増

え
て
い
る
中
で
、
管
理
者

看
板
の
設
置
さ
れ
て
い
な

い
設
備
が
あ
る
こ
と
は
確

認
し
て
い
る
。

町
は
、
令
和
元
年
11
月

１
日
、
発
電
設
備
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
改
正
し
、
事

業
の
実
施
や
計
画
を
し
て

い
る
18
の
事
業
者
や
個
人

に
対
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
遵
守
を
お
願
い
し
た
。

強
風
等
に
よ
る
設
備
の

破
損
や
緊
急
事
態
発
生
に

備
え
、
事
業
者
等
の
連
絡

先
を
把
握
す
る
こ
と
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
北
海
道
経
済
産

業
局
と
相
談
し
な
が
ら
、

管
理
看
板
の
設
置
を
求
め

て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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神田 修議員

庶野～広尾間、町独自で運行を

費用増の可能性、
慎重に判断する

管
理
看
板
の
未
設
置
が

見
受
け
ら
れ
る
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル

ソーラーパネル
設置者の把握を

北海道と協議

庶
野
～
広
尾
間
を

運
行
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
バ
ス
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「４年分の影響額、約9000万円
国に穴埋めを要求」

１．概要
・国では、へき地住民の医療を確保するため、

直営診療所の運営費に対して補助する制度があ

り、当診療所も年間診療日数に応じて、交付金

を受けていた。

・平成26年度に、年間診療実日数の算定方法が

変更になり、外来患者が来ない日曜・祝日でも

入院患者や救急患者の対応（待機含む）をして

いる日は実日数に含めることとなった。

・北海道から改正の通知があったが、非常にわ

かりづらく、道内15の有床診療所すべてが申請

を誤っていたことが判明した。

・平成30年度分は再申請をし、10分の8以内の

額が追加交付される予定である。

２．対応
・申請事務を統括している北海道も責任の一端

があるものと考え、当該市町村が足並みを揃え、

2月19日、下記の申し入れをした。

(1) 今後は市町村が共通認識のもとで適正な申

請事務を進めることが出来るよう、説明会の開

催及び補足資料等による通知をすること。

(2) 平成26年度から平成29年度までに交付され

た額との差額について、何らかの手立ての検討

をすること。

〈議員からの意見〉

※道と町のコミュニケーションが全くないのが、こ

のような例に結びついているのではないか。

※道外の自治体でも、このような誤りがあったのか。

※平成26～29年度分の追加交付の可能性は。

へき地診療所運営費補助金の算定誤り
「新しい内科の先生が来ます」

町が民間紹介業者に依頼して探していた町立診療

所の医師が決まった。

新しい医師は、現在旭川に住んでいる小山典亮

（のりあき）さん。小山医師は、内科医で副所長と

して、令和2年4月1日から診療所に勤務する。

先生は、札幌医科大学・医学部医学科を2005年に

卒業し、産業医と認知症サポート医の認定資格を得

ている。

〈議員からの意見〉
※外科医は引続き募集するのか。

外科医師が招聘された場合、内科2名、外科1名の3人体

制になるが、スタッフは足りるのか。

※今回、民間業者に依頼したため多額の紹介料が発生した。

短期間で辞められると、町にとっても多大な負担になる。

医師は、最低2～3年勤務するような、契約や覚書などの

締結ができないか。

１．えりも町の人口の推移
総人口：昭和30年の9,267人をピークに、平成27

年には4,906人と60年でほぼ半減。

出生数：昭和35年の年間235人から令和元年には

20人と10分の1以下に大幅に減少。

２．国立社会保障･人口問題研究所
(社人研)による人口推計

えりも町の人口は、前回推計より大幅に早いペー

スで人口減少が進む。

社人研によると2020年の4,444人から40年後の206

0年には1,446人に減少する。

３．目指すべき将来の4つの基本目標
○まちに安定した雇用をつくる

○まちに新たな人の流れをつくる

○結婚・出産・子育ての希望をかなえる

○安心・安全で、住み続けたい魅力的なまちをつくる

第２期総合戦略策定へ

診療所常勤医師の招聘について



歌
露
和
太
鼓
会

に
し
か
ぜ

「
西

風
」
代
表

さ

さ

き

ま
さ
み
ち

佐
々
木

将
道
さ
ん(

37)

Ｑ

発
足
の
経
緯
は

Ａ

歌
露
神
社
の
お
祭
り
で
「
何

か
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
方
法

は
な
い
か
な
ぁ
」
と
話
が
出
た

と
き
、
部
屋
の
片
隅
に
あ
っ
た

太
鼓
を
見
て
こ
れ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

誰
一
人
太
鼓
の
経
験
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
仲
間
が
「
や
っ

て
み
よ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
、

平
成
30
年
４
月
に
歌
露
で
は
西

寄
り
の
風
が
強
く
吹
く
こ
と
か

ら
「
西
風
」
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。

Ｑ

道
具
の
購
入
や
曲
作
り
は

Ａ

自
治
会
や
地
元
企
業
か
ら

の
寄
付
や
自
分
た
ち
も
資
金
を

出
し
合
っ
て
、
和
太
鼓
な
ど
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
買
い
そ
ろ

え
、
演
奏
曲
も
ネ
ッ
ト
の
動
画

を
見
て
「
祭
り
」
「
走
馬
天
響
」

な
ど
の
曲
を
自
分
た
ち
な
り
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
、
え
り
も
ら
し

い
曲
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

Ｑ

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
は

Ａ

最
初
は
下
手
く
そ
で
し
た

が
、
毎
週
練
習
を
重
ね
、
徐
々

に
人
に
も
聴
い
て
も
ら
え
る
レ

ベ
ル
に
な
り
、
地
元
の
お
祭
り

や
成
人
式
、
高
齢
者
大
会
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
の
前
で
演
奏
す
る

の
は
緊
張
し
ま
す
し
、
足
も
疲

れ
、
汗
も
噴
き
出
し
ま
す
が
、

終
わ
っ
て
皆
さ
ん
か
ら
拍
手
を

も
ら
う
と
結
構
気
持
ち
い
い
で

す
。

Ｑ

今
後
の
活
動
は

Ａ

今
年
は
広
尾
町
の
「
陣
屋

太
鼓
」
と
の
交
流
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
家
業

を
持
ち
、
活
動
を
広
げ
て
ゆ
く

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、

継
続
し
て
練
習
し
て
ゆ
く
こ
と

で
、
さ
ら
に
腕
を
磨
い
て
皆
さ

ん
に
感
動
し
て
も
ら
え
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
来
る
ま
で
に
は
、

大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
黙
々
と
練
習
に
励

む
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

「
西
風
」
な
ら
で
は
の
、
え
り

も
ら
し
い
「
壮
大
な
曲
」
を
完

成
さ
せ
、
町
民
に
披
露
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

温
暖
な
冬
が
過
ぎ
た
か
と
思

い
き
や
、
連
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
27
日
か
ら
休
校
が
続
い

て
い
た
町
内
の
小
中
学
校
も
、

４
月
６
日
か
ら
約
１
か
月
ぶ
り

に
順
次
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
な
児
童
生
徒
の
笑

顔
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

一
方
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
例
年
大
勢
の
方
が
訪

れ
て
い
た
春
の
一
大
行
事
で
あ

る
「
う
に
祭
り
」
が
中
止
と
な

り
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

夏
の
「
灯
台
ま
つ
り
」
ま
で

に
は
終
息
す
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
あ
り
ま
す
。

(

竹
内)

※
小
中
高
校
は
、
４
月
20
日
か

ら
休
校
と
な
り
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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広
報
広
聴
常
任

委
員
会
委
員

委
員
長


本

維
応

副
委
員
長

高
松

亮
裕

委
員

竹
内

孝
文

神
田

修

上
野

陽
司

苫
小
牧
高
専
を
卒
業
後
、

長
野
県
の
精
密
機
械
の
会
社

に
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
就
職

し
、
６
年
前
に
え
り
も
町
へ

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
佐
々
木
将
道

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
取
材
・
高
松
）

２月20日 広報広聴常任委員会

3月 3日 議会運営委員会

3月10日
全員協議会

第５回定例会招集

３月１8日

１9日

第５回定例会及び

予算特別委員会

広報広聴常任委員会

３月24日 日高東部消防組合議会

３月26日 日高東部衛生組合議会

４月 14日 広報広聴常任委員会

４月 21日 広報広聴常任委員会

４月 24日 全員協議会

議会の動き

※町内小・中・高等学校の卒業式、入学式
への来賓出席は、新型コロナウイルス感染

対策のため見合わせとなりました。
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